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共

同

種

」

!

国

民

性

に

基

〈

現

代

審

問
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目

二
、
日
本
圃
民
性
の
祉
曾
的
表
現
と
し
て
の
『
共
同
鵠
』

一
二
、
流
球
に
於
け
る
古
き
農
村
共
同
憶
と
岡
民
共
同
慢
の
一
構
成

攻
一
一
一
一
、
琉
球
に
於
け
る
新
し
き
農
村
共
同
憾
と
岡
民
共
同
種
へ
白
綜
肉
の
問
題

一
岡
、
琉
球
陀
於
け
る
徹
底
的
個
人
主
義
と
資
本
主
義
D

害
悪

-kw
結
論
明
代
枇
命
問
加
の
相
ホ
的
解
決
一
3
時
刻
剛
氏
病
問
問
時
、
町
立

一
、
日
本
国
民
性
の
世
曾
的
表
現
と
し
て
の
『
共
同
盟
』

轟
に
在
は
琉
球
の
闘
民
性
を
文
化
史
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
こ
の
園
民
性
に
卸
し
て
、
其
の
経
掛
的

制
度
を
考
察
し
、
以
て
琉
球
の
我
圃
現
代
吐
曾
問
題
に
劃
す
る
意
義
を
明
に
し
た
い
と
思
ふ
。

・
在
は
嘗
て
拙
著
『
精
神
科
率
的
経
済
皐
の
基
礎
問
題
』
に
於
て
、
諸
種
の
祉
舎
的
存
在
の
基
礎
を
な
す
「
生

Lee原

理
的
に
匝
別
し
、
意
志
的
な
る
も
の
と
、
理
智
的
な
る
も
の
と
、
情
緒
的
な
る
も
の
と
な
し
而
し
て
こ
の
各
の
生

の
枇
曾
的
「
表
現
」
と
し
て
の
枇
舎
的
存
在
を
、
会
瞳
が
部
分
に
劃
し
て
支
配
的
な
る
も
の
と
、
部
分
が
会
睡
に
費

し
て
支
配
的
な
る
も
の
正
、
会
睦
L
』
部
分
と
が
内
部
的
に
結
ぼ
れ
て
居
る
も
の
L
」
に
匿
別
し
に
。
而
し
て
更
に
こ

琉
球
農
村
共
同
憶
と
戎
国
民
理
想
と
し
て
の
『
圃
民
共
同
盟
』

九
九

第

費量

第
三
十
六
巻

九
九

第三十五巻第六披拙稿「現代社曾問題上上 F見たる琉球ーI;!>:ii志



時
叫
副
司
政
村
4

貴
闘
側
、
と
我
凶
剛
氏
唆
組
と
し
で
の
『
刷
民
止
ハ
同
制
』

第
一
一
一
十
宍
倉

第

披

O 
O 

O 
O 

れ
を
各
国
の
圃
民
性
と
の
開
係
に
於
て
具
睦
的
に
考
察
し
、
第
一
の
も
の
を
濁
逸
的
な
る
も
の
と
し
、
第
二
の
も

の
を
英
同
的
な
る
も
の
と
し
、
第
二
の
も
の
を
日
本
的
な
る
も
の
と
し
九
。
ふ
ー
か
か
る
立
場
よ
り
見
る
な
ら
ば
、

へ
1
グ
Y

が
そ
の
『
法
律
哲
皐
』
に
於
て
枇
合
的
存
在
の
段
階
と
せ
し
「
家
族
」
「
市
民
枇
舎
」
「
闘
家
」
の
三
者
は
、

こ
れ
を
生
命
の
三
躍
の
原
理
に
基
〈
枇
合
的
存
在
の
匝
別
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
「
同
家
」
を

意
志
的
な
権
力
の
原
理
に
恭
け
る
も
の
と
し
て
、
「
市
民
枇
脅
し
を
理
智
的
な
利
己
心
の
原
理
に
基
け
る
も
の
Tr
し

、

t
w
F
A献
し
ゃ
~
付
制
的
な
る
設
内
原
理
ド
サ
ホ
り
ぶ
も
の
と
し

t
m引
僻
寸
る
乙

E
い
か
出
来
る
つ
か
く
て
意
志
的
な
名

濁
逸
国
民
に
於
て
は
国
家
的
な
る
世
曾
的
存
在
が
支
配
的
で
あ
り
従
っ
て
樺
カ
国
家
が
そ
の
最
も
代
表
的
な
る
も

の
で
あ
る
。
理
智
的
な
る
英
国
民
に
於
て
は
市
民
世
舎
的
な
る
祉
舎
的
存
在
が
支
配
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ

て
市
民
世
曾
並
に
議
曾
政
治
が
最
も
代
表
的
な
る
も
の
で
あ
る
、

こ
れ
共
に
枇
舎
の
各
個
人
の
利
己
心
に
基
き

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
求
め
ん
と
す
忍
と
こ
ろ
の
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
情
緒
的
な
る
日
本
国
民

に
於
て
は
家
族
的
な
る
世
曾
的
存
在
が
支
配
的
で
め
っ
て
、
家
族
、
家
族
的
村
落
、
家
族
的
圃
家
が
そ
の
最
も
特

色
め
る
も
の
で
ゐ
る
。
私
は
此
等
愛
の
原
理
の
表
現
と
し
て
の
枇
舎
的
存
在
を
『
共
同
瞳
』
と
呼
ぶ
。
へ

1
グ
Y

は

「
世
界
史
的
国
民
が
そ
の
中
に
於
て
全
盛
に
到
達
し
た
政
瞳
は
其
の
国
民
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
し
と
云
ふ
て
居
る

が
、
此
「
共
同
瞳
』
は
日
本
国
民
生
命
に
固
有
な
る
枇
舎
的
表
現
で
あ
り
従
つ
で
ま
た
日
本
圃
民
生
命
は
こ
の
「
券
、

同
瞳
』
の
下
に
於
て
そ
の
固
有
な
る
最
具
韓
的
な
稜
展
を
完
ふ
し
得
る
の
で
あ
あ
。

• -
明
治
維
新
以
来
西
洋
文
化
の
轍
入
に
波
頭
し
来
っ
た
我
圃
に
於
て
は
、
濁
逸
的
原
理
に
基
〈
国
家
主
義
制
度
が

同書第一編第一章三参照
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取
入
れ
ら
れ
ま
た
英
国
的
原
理
仁
基
〈
資
本
主
義
制
度
が
取
入
れ
ら
れ
、
め
の
原
理
に
基
〈
我
国
固
有
の
「
共
同

盟
」
は
衣
第
に
破
壊
き
れ
ま
た
忘
れ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
我
幽
現
代
の
諸
種
の
枇
舎
問
題
の
根
本
原
因
が
あ
る
。

我
凶
の
歴
史
的
愛
展
の
特
色
は
一
度
他
な
る
色
の
を
入
れ
而
も
我
に
か
へ
っ
て
こ
れ
を
同
化
し
以
て
日
本
的
な

る
も
の
を
完
成
す
る
勤
に
め
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
日
本
は
一
度
我
に
か
へ
っ
て
日
本
的
生
命
に
固
有
な
る
枇

合
制
度
を
見
出
し
こ
の
立
場
よ
り
外
来
的
な
る
も
の
を
同
化
し
以
て
自
己
に
固
有
な
る
も
の
を
新
し
き
形
に
於
て

器
展
せ
し
め
、
其
下
に
於
て
我
国
民
的
生
命
の
新
な
る
進
展
を
計
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
J

か
く
し
て
こ
こ
に
初
め
て

現
代
世
舎
問
題
色
根
本
的
に
解
決
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
貼
に
つ
い
て
も
「
日
本
の
徴
古
館
』
左
し
て
の
琉

球
は
、
農
村
問
題
が
其
山
中
心
な
な
せ
る
我
同
現
代
の
枇
命
日
問
題
じ
調
し
秋
へ
る
と
乙
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

印
ち
な
は
轟
に
琉
球
の
凶
民
性
伝
文
化
史
的
に
考
察
し
、
其
本
質
が
日
本
国
民
性
に
於
け
る
と
同
じ
〈
愛
の
原

理
に
あ
る
と
を
見
に
。
こ
の
情
緒
的
な
る
圃
民
性
の
琉
球
の
枇
舎
生
活
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
表
現
は
、
そ
の

「
農
村
共
産
睡
」
で
あ
っ
て
こ
れ
を
中
心
と
し
て
特
有
な
る
『
幽
民
共
同
睦
』
な
る
も
の
が
成
立
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
ま
に
こ
の
「
農
村
共
同
睦
」
な
る
色
の
が
情
緒
的
な
る
琉
球
闘
民
性
の
情
緒
的
な
る
設
展
及
保
持
の
重
大
傑

件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
我
々
と
同
じ
大
和
民
族
で
あ
り
、
同
じ
く
愛
に
富
め
忍
圃
民
性
を
有
す
る
琉
球
に

於
て
は
、
有
史
以
来
葉
会
躍
に
渡
っ
て
久
し
き
間
「
農
村
共
同
瞳
」
が
確
立
し
て
居
り
こ
の
共
同
盟
に
於
て
共
同
主

義
経
摘
が
析
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
こ
の
共
同
盟
は
法
律
上
に
於
て
は
明
泊
三
十
六
年
に
麿
止
さ
れ
た
・
と
雄
も

資
本
主
義
の
影
響
の
極
め
て
少
な
き
琉
球
に
於
て
は
其
精
紳
は
今
宵
ほ
生
き
残
っ
て
居
る
の
み
な
ら
守
、
ま
た
そ

琉
球
農
村
共
同
開
と
我
剛
氏
理
想
と
し
て
の
『
闘
民
共
同
捜
』

第
二
島
十
六
巻

O 

第

披

O 



琉
球
農
村
品
世
間
憾
と
我
岡
氏
理
想
と

L
て
の
『
同
民
生
ハ
同
種
』

第
二
十
宍
巻

O 

第

罰主

O 

の
一
部
に
於
て
は
今
日
常
ほ
大
化
改
新
の
田
制
に
一
似
た
る
班
悶
牧
授
の
法
が
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
更
に
琉

球
の
一
部
に
於
て
は
新
し
き
形
瞳
の
共
同
睡
が
打
立
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
琉
球
に
つ
い
て
こ

れ
等
の
共
同
睡
を
研
究
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
現
代
世
曾
問
題
を
解
決
す
る
矯
め
の
我
『
国
民
共
同
睦
」
を
確
立
す

る
鴻
め
に
意
義
多
き
の
み
な
ら
や
ま
た
我
闘
の
共
同
慢
の
一
般
の
性
質
ぞ
明
に
す
る
が
矯
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

而
も
か
〈
共
同
主
義
経
済
の
旺
な
る
琉
球
の
一
部
に
於
て
、
ー
ま
た
古
来
徹
底
的
な
る
個
人
主
義
組
樺
が
行
は
れ

?
?
引
の
で
め
る

o
mし
て
そ
れ
は
ふ
1

日
我
剛
刑
台
間
舶
の
根
本
服
碑
ゃ
な
サ
あ
背
本
主
戦
土
問
一
版
関
に
士
T

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

そ
こ
に
資
本
主
義
制
度
な
る
も
の
の
我
囲
民
性
に
割
引
す
る
害
悪
の
如
何
に
重
大
な
る
色

の
な
る
こ
と
を
明
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
我
々
は
琉
球
に
於
て
「
古
き
農
村
共
同
韓
」
と
「
新
し
き
農
村
共
同
糟
」
と
「
徹
底
的
個
人
主
義
経
構
」
と
の

三
種
の
鑑
梼
的
制
度
の
我
凶
民
生
命
に
封
す
る
云
は
ぱ
質
験
場
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

私
は
以
下
こ
れ
等
の
制
度
を
我
国
現
代
世
曾
問
題
に
罰
す
る
意
義
に
於
て
考
察
し
七
い
と
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、

従
っ
て
そ
れ
等
の
制
度
自
瞳
を
詳
に
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
こ
れ
を
他
に
譲
り
、
こ
こ
に
は
只
だ
以
上
の
観
賠
に
於

て
必
要
と
思
は
れ
る
黙
に
於
て
其
制
度
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
0
.

二
、
琉
球
に
於
廿
る
古
き
農
村
共
問
題
と
園
民
共
同
瞳
の
構
成

琉
球
共
同
村
の
制
度
を
見
る
が
潟
め
に
は
先
づ
一
躍
共
同
村
の
後
展
の
歴
史
を
知
っ
て
置
く
こ
と
を
要
す
る
。



慨
に
述
べ
た
る
が
如
〈
琉
球
は
明
治
三
十
六
年
に
法
律
的
に
在
有
権
が
確
立
ぎ
る
る
ま
で
は
、
耕
地
地
割
制
度
を

行
っ
て
ゐ
だ
村
落
共
同
瞳
を
形
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
村
落
共
同
盟
は
太
古
の
門
族
共
産
瞳
に
淵
源
す

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
太
古
門
族
共
産
韓
又
は
氏
族
共
産
瞳
に
於
て
は
最
初
斤
又
は
其
中
腹
の
泉
水
を
求
め
て
定
住

し
、
附
涯
に
耕
地
を
求
め
先
占
し
て
共
同
耕
作
を
行
っ
た
。
其
門
族
た
る
宗
元
を
族
長
と
し
、
門
践
は
合
し
て
氏

族
共
産
韓
を
構
成
し
た
。
圧
を
中
心
止
し
て
漸
く
平
原
に
後
展
を
果
げ
有
史
以
前
(
西
紀
・
ナ
二
世
紀
以
前
)
に
於
て
は
族

ア

ジ

長
印
ち
按
司
に
よ
っ
て
統
制
し
来
っ
た
。
こ
の
制
度
の
逗
陛
ま
で
遣
れ
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
、
門
中
は
共
同

、
.
、
.
、
‘
‘
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
.

始
姐
を
有
し
其
珊
霊
に
調
し
て
共
同
無
耐
を
行
い
、
共
同
耕
作
及
共
同
作
業
を
血
族
的
親
和
に
よ
り
相
互
扶
助
的

、
、
、

に
行
ふ
。
ま
た
門
中
各
家
長
は
人
民
集
曾
た
る
機
関
に
妻
輿
し
宇
等
樺
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

英
淵
T

中
山
の
附
ド
ト
出
J
J

り
て
初
め
一
て
到
蛇
飢
土
の
地
割
を
桁
ひ
之
を
人
頭
に
均
分
し
新
に
貢
課
を
定
め
、
以
て
混
沌

た
る
自
由
占
有
を
股
し
後
代
百
姓
共
有
地
の
前
身
た
る
井
回
の
法
に
よ
っ
て
村
落
共
同
瞳
を
建
設
し
た
。
こ
こ
に

村
落
共
同
瞳
時
代
が
は
じ
ま
る
。
而
し
て
慶
長
年
間
島
津
氏
琉
球
征
服
以
後
は
定
期
地
割
制
が
行
は
れ
た
。
こ
の

琉
球
の
村
落
は
門
中
を
以
一
て
組
織
せ
ら
れ
)
其
少
な
き
は
三
四
門
な
る
も
多
き
は
二
十
傍
門
に
分
れ
、

一
門
は
今

日
に
あ
っ
て
は
、
教
家
族
よ
り
三
四
十
家
族
の
範
固
に
亙
る
。
こ
の
門
中
に
は
本
来
的
な
る
・
も
の
左
後
に
他
よ
り

移
住
し
来
れ
る
も
の
と
あ
る
ゆ

一
円
を
構
成
せ
る
家
族
中
最
も
創
建
的
な
る
古
き
家
を
大
屋
L
」
稗
す
の
其
村
落
の

奮
家
た
る
代
表
的
大
屋
は
、
本
来
の
村
人
た
る
と
後
の
移
住
者
た
る
と
を
聞
は
争
各
門
中
よ
り
曾
崇
せ
ら
れ
其
大

屋
の
組
震
を
村
落
の
組
霊
と
す
る
。
家
長
は
人
民
集
舎
を
組
織
す
る
。
不
文
の
慣
習
内
法
あ
り
て
庭
罰
を
定
め
る
。

琉
球
農
村
共
同
穏
と
我
厨
民
理
想
と
じ
て
の
一
『
国
民
共
同
龍
』

第
三
十
六
巻

第

盟主

C 

O 
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琉
球
農
村
共
同
憾
と
我
剛
氏
理
想
と
し
て
の
『
副
長
共
同
鵠
』

第

披

第
一
一
一
十
六
巻

O 
~'1 

O 
問

耕
地
の
大
部
分
会
な
す
一
白
姓
地
は
班
田
政
授
又
は
定
期
地
割
を
行
ふ
た
。
頁
租
は
集
合
的
共
同
責
任
に
よ
り
負
探

す
芯
。
ま
た
村
落
は
相
互
扶
助
し
て
共
同
耕
作
共
他
の
共
同
勢
作
に
従
事
し
た
。
此
村
落
共
同
膿
に
於
て
は
古
代

枇
舎
に
於
け
る
氏
族
組
織
の
親
和
的
特
性
が
存
組
し
、
枇
命
H

的
鰹
梼
的
に
強
同
は
る
山
単
位
と
し
て
明
治
三
十
六
年

ま
で
維
持
サ
ら
れ
た
。

以
上
は
琉
球
村
落
共
同
憾
な
る
も
の
の
ι

般
を
述
べ
た
の
で
め
る
が
次
に
其
具
時
的
制
度
に
つ
き
先
づ
久
商
品

の
班
回
収
授
制
度
よ
白
り
述
べ
よ
う
。

久
高
島
は
琉
球
に
於
て
最
も
古
き
習
俗
慣
行
の
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
品
で
あ
っ
て
、
古
代
枇
舎
の
縮
闘
で
あ
る
正

一
五
は
れ
て
居
る
が
、
そ
こ
に
は
前
越
せ
し
如
く
今
日
前
ほ
大
化
改
新
に
於
げ
る
田
制
に
似
た
日
分
間
に
よ
る
斑
凹

肱
授
の
法
が
行
は
れ
て
居
る
。
即
ち
琉
球
に
於
て
は
西
暦
一
二
大
一
年
に
即
位
せ
石
明
君
英
刑
王
が
周
の
徴
法
に

倣
っ
て
井
聞
の
法
令
}
布
い
亡
の
で
め
る
が
、
久
高
島
に
於
け
忍
制
度
は
こ
の
古
き
班
田
牧
授
法
が
遣
っ
て
居
忍
も

の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。

こ
の
久
高
島
の
班
岡
牧
授
の
法
に
於
て
は
耕
地
五
十
一
町
歩
を
百
五
十
地
に
等
分
割
嘗
て
、
十
六
歳
よ
り
五
十

歳
の
男
子
に
輿
へ
る
。
帥
ち
男
子
十
六
歳
に
達
す
れ
ば
一
地
を
輿
へ
五
十
歳
に
至
れ
ば
村
に
還
す
制
度
で
あ
っ
て
、

毎
年
戸
口
を
調
査
し
五
十
歳
に
歪
り
た
る
者
の
耕
地
を
耽
め
て
十
六
歳
に
達
し
た
者
に
授
け
る
。
男
子
無
き
家
に

は
牢
地
を
奥
へ
る
ロ
耕
地
は
こ
れ
を
十
組
に
別
ち
一
組
を
十
五
組
と
す
る
。
組
に
組
頭
を
置
き
女
子
を
も
っ
て
ζ

れ
に
常
て
る
根
抽
仰
が
組
頭
の
外
に
あ
っ
て
土
地
一
切
営
司
る
。

回付浩著「琉球喋産付落の研究」第川五買以下参照
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掠
て
こ
の
久
高
烏
に
於
け
る
班
回
牧
授
の
法
は
大
化
の
改
新
に
於
け
る
班
田
牧
授
の
法
に
似
て
居
る
の
で
あ
る

が
而
も
必
や
し
・
私
自
一
致
し
な
い
。
即
ち
大
化
改
新
の
瑳
田
牧
授
の
法
に
於
て
は
、
人
生
れ
て
六
歳
に
達
す
れ
ば
、
男

子
に
は
回
二
段
舎
、
女
子
に
は
そ
の
三
分
の
こ
を
格
生
に
渡
っ
て
給
す
る
、
か
〈
て
専
ら
各
戸
の
現
日
教
を
標
準
と

し
共
生
活
の
必
要
に
感
じ
て
田
を
給
し
た
色
の
で
あ
っ
て
、
唐
制
と
は
異
な
h
J
人
頭
課
税
た
る
調
腐
の
負
携
と
直

接
の
闘
係
が
な
か
っ
た
こ
ん
」
が
特
色
で
あ
っ
た
。
而
も
か
く
の
加
く
同
家
共
同
躍
の
精
神
が
一
層
よ
く
現
れ
て
居

だ
こ
の
制
度
も
農
村
共
同
曜
を
十
分
に
重
ん
ぜ
ぎ
り
し
翁
め
、
長
く
行
は
れ
得
な
か
っ
た
。
而
し
て
其
最
も
重
大

な
る
原
凶
は
、
大
化
改
新
以
前
に
あ
り
し
我
凶
固
有
の
「
農
村
共
同
瞳
」
を
重
ん
ぜ
ぎ
り
し
姑
に
あ
る
の
で
あ
る
。

的
ち
我
凶
の
上
古
に
於
て
は
、

慨
に
大
化
改
新
以
前
に
於
て
そ
の
斑
凹
の
制
度
に
「
類
似
の
慣
行
が
存
在
し
人

氏
以
駅
名
此
樹
め
土
地
制
度
に
習
熟
し
て
居
-
に
の
で
あ
る
が
‘
こ
の
ほ
本
固
有
の
農
村
共
同
韓
な
る
も
の
は
失

の
如
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
上
古
の
枇
舎
組
織
は
、
氏
族
制
を
以
て
本
と
震
寸
。
而
し

て
市
叫
刑
務
は
4
b
p
E
大
抵
血
族
園
集
者
〈
は
之
を
模
範
正
せ
る
部
の
圏
集
よ
り
畿
運
し
七
る
も
の
の
却
し
、
多
〈
の
場

合
に
於
て
、
村
は
或
る
民
族
一
炉
実
地
に
居
を
占
め
、
族
長
の
指
揮
の
下
に
、
族
人
協
力
し
て
地
を
聞
き
し
よ
り
起

れ
る
な
り
。
村
人
は
通
常
同
一
の
民
族
若
し
く
は
同
一
の
部
に
属
し
、
同
組
の
観
念
の
下
に
結
合
し
祉
を
立
て
て

業
組
紳
を
刑
り
其
の
族
長
者
〈
は
部
長
に
服
事
し
、
園
結
極
め
て
堅
く
最
色
共
同
一
致
の
念
に
富
み
し
も
の
の
加

し
。
き
れ
ば
其
の
田
は
も
と
族
若
く
は
部
に
属
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
族
長
若
く
は
部
長
は
之
を
其
の
旗
入
者

r、
は
部
民
の
各
戸
に
適
宜
に
配
営
し
之
を
耕
作
せ
し
め
た
る
こ
と
な
ら
ん
。
上
古
の
枇
曾
組
織
の
下
に
於
て
田
が

琉
球
農
村
共
同
館
と
我
圃
民
理
組
と
し
て
の
『
周
民
共
同
種
』

第

~Jì 

ニ
O
五

第
三
十
六
巻

O 
五
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琉
球
農
村
共
同
憶
と
我
同
氏
理
想
と
し
て
の
『
圃
民
主
山
岡
憾
』

第
一
一
一
十
六
巻

第

披

二

O
六

O 

も
と
未
だ
族
若
〈
は
部
を
構
成
す
る
各
戸
の
各
別
所
有
た
ら
や
、
族
若
し
く
は
部
に
属
す
る
共
産
に

h
。
而
し
て

族
長
若
〈
は
部
長
に
よ
り
之
に
属
す
る
各
戸
に
定
期
班
給
せ
ら
れ
た
る
べ
き
こ
と
は
、
事
理
に
於
て
最
も
有
り
得

べ
き
こ
と
な
り
と
一
五
ふ
ベ
し
」
。

大
化
の
改
新
の
田
制
は
こ
の
我
同
固
有
の
農
村
共
同
韓
の
情
緒
的
な
る
憤
行
に
基
い
て
、
よ
り
震
政
者
本
位
で

め
っ
た
唐
の
田
制
を
修
正
し
唐
制
よ
り
も
一
暦
人
民
の
生
活
を
重
ん
中
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る

E

考
へ
ら
れ
る
む

而
も
こ
の
際
腎
の
制
に
院
予
ん
で
従
来
村
溶
閣
憾
の
慣
行
官
あ
っ
た

t
F
:つ
の
班
旧
の
事
務
伊
国

家
の
事
務
と
し
て
官
司
が
白
か
ら
こ
れ
に
官
っ
た
こ
と
が
こ
の
回
制
破
壊
の
最
大
原
因
な
る
こ
と
は
誼
意
を
要
す

る
。
「
却
ち
慣
習
の
勢
力
に
よ
り
村
落
圏
結
の
小
範
圏
内
に
於
で
行
な
は
る
る
場
合
に
は
、
村
民
間
の
情
誼
厚
き
こ

と
と
て
、
知
計
も
容
易
に
起
り
得
歩
、
久
し
き
間
業
の
弊
を
見
や
し
て
能
〈
行
は
れ
特
べ
し
と
雄
、
国
家
の
制
度
と

し
て
官
司
之
が
質
行
の
任
に
営
・
り
、
先
づ
聞
を
枝
し
て
言
上
し
、
井
せ
て
授
口
帳
を
進
め
、
裁
を
待
っ
て
始
め
て

班
給
す
と
云
ふ
如
き
仕
組
に
て
は
、
手
積
極
め
て
煩
雑
に
し
て
容
易
の
事
に
非
す
、
且
つ
人
民
自
然
に
多
〈
回
を

得
ん
こ
と
を
希
ひ
、
好
詐
常
に
起
り
易
く
し
て
最
密
に
且
つ
正
確
に
長
く
之
を
貫
行
し
持
績
せ
し
こ
と
は
、
極
め

て
困
難
な
り
と
云
ふ
ぺ
し
。
中
古
の
班
田
制
の
途
に
好
果
を
牧
む
る
能
は
や
'
し
て
、
壊
麿
に
蹄
し
た
る
は
、
職
と

し
て
之
に
因
由
す
」
o

v
」
れ
に
反
し
て
琉
球
の
班
回
肱
授
に
於
て
は
、
其
賀
行
が
小
き
き
村
落
圏
鰹
に
ま
か
さ
れ
た

る
を
以
て
村
民
間
の
情
誼
厚
〈
好
詐
も
起
り
得
や
久
し
く
行
は
れ
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
愛
を
原
理
と
す

、
、
.
‘
.
、
、
、
、
L

・
h.、
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

る
圃
民
共
同
睦
も
愛
を
原
理
と
す
る
村
落
共
同
盟
の
上
に
の
み
初
め
て
十
分
に
確
立
し
得
る
も
の
な
る
こ
と
を
寅

内田博士著前掲書，上巻第一七0一一一七二買
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謹
せ
る
色
の
で
、
我
国
民
共
同
睡
営
考
へ
る
上
に
甚
だ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
班
回
牧
授
に
つ
い
て
で
あ
る
が
次
に
定
期
地
割
制
度
に
つ
い
て
遁
べ
よ
う
。
卸
ち
班
岡
牧
授
の
期
間
は

長
か
っ
た
が
故
に
人
口
の
増
加
に
件
ふ
て
、
定
期
地
割
の
必
要
を
生
じ
、
各
部
落
に
あ
っ
て
は
島
津
藩
の
門
割
制

度
に
倣
っ
て
、
耕
地
は
週
期
的
に
一
定
の
期
闘
を
置
い
て
割
替
を
な
す
に
至
っ
た
。
卸
ち
藩
政
時
代
の
地
割
制
度

に
於
て
は
百
姓
地
は
組
て
国
有
で
あ
忍
が
、
而
も
ぞ
の
共
同
使
用
は
村
に
麗
し
村
は
一
定
の
期
聞
を
経
た
ろ
後
割

替
を
行
ひ
原
則
と
し
て
割
替
地
の
貰
買
譲
渡
質
入
念
禁
じ
た
。
而
し
て
地
割
の
目
的
は
土
地
粂
併
の
弊
な
く
、
生

活
の
安
定
を
容
易
な
ら
し
め
、
以
て
官
の
分
配
を
n
公
平
に
し
、
貢
納
を
全
う
せ
し
れ
U

る
枇
曾
政
策
に
あ
っ
亡
。

、
、
"
、
、
明
、
、
、
、

こ
の
定
期
地
割
制
度
は
各
村
の
村
氏
の
自
由
意
志
に
任
3
仇

τゐ
た
が
伐
に
各
村
任
意
の
方
法
に
よ
っ

τ'}A川

を
潟
し
地
割
年
間
も
短
き
は
二
年
長
き
は
三
十
年
以
上
に
及
ん

ro
ま
仁
地
割
の
標
準
・
色
、
人
頭
割
、
貧
富
割
、

等
種
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
琉
球
の
村
落
は
強
固
な
る
連
帯
的
基
礎
を
有
す
る
自
給
自
足
の
圃
瞳
で
あ
っ
て
土
地
を
共
用
し
共
同

貢
組
を
行
ひ
共
同
艦
掛
を
替
ん
だ
も
の
で
め
る
が
、
そ
こ
に
於
て
は
ま
だ
「
模
会
し
「
共
同
決
算
」
寸
備
荒
貯
蓄
」
等
諸

種
の
共
同
鰹
持
が
行
は
れ
た
。
模
A
口
は
無
壷
又
は
頼
母
子
講
ム
」
実
性
質
全
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
同
し

て
相
互
扶
助
を
な
し
、
金
銭
上
の
融
通
な
す
も
の
で
ゐ
り
琉
球
に
て
は
特
殊
の
後
遣
を
し
て
来
亡
。
其
起
源
は
古

代
枇
舎
に
於
て
質
物
・
持
刀
ぞ
持
寄
り
、
順
次
相
助
け
た
風
に
接
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
常
行
は
れ
つ
つ
あ

3

「
家
頃
合
」
に
於
て
は
茅
努
力
等
を
持
寄
り
順
尖
に
家
遣
を
行
ふ
の
で
あ
ろ
。

琉
球
農
村
共
同
値
と
我
圃
民
理
想
と
し
て
の
『
圃
民
共
同
穂
』

第

f古E

第
二
一
十
六
巻

O 
-ヒ

O 
ヒ
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琉
球
農
村
共
同
開
正
我
同
氏
理
想
と
し
て
の
『
闘
民
共
同
憧
』

第
一
三
十
六
巻

O 
i¥ 

第
一
時
現

O 
ノt、

以
上
は
琉
球
に
於
け
ろ
農
村
共
同
種
の
共
同
経
稗
制
度
の
事
買
を
過
べ
た
の
で
あ
る
が
衣
に
こ
の
枇
曾
的
経
構

的
意
義
を
考
へ
て
見
ょ
う
。
先
づ
枇
舎
的
闘
係
よ
り
見
れ
ば
此
共
同
主
義
粧
掛
な
る
志
の
は
人
間
の
親
愛
の
上
に

基
礎
付
け
ら
れ
て
居
る
が
故
に
今
日
の
資
本
主
義
に
於
け
る
が
如
き
唯
物
主
義
個
人
主
義
的
闘
係
正
全
く
反
封
の

-
も
の
で
あ
る
0

・
択
に
分
配
問
題
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
制
度
は
、
人
々
相
互
の
聞
係
に
於
て
は
、
理
想
的
な
る

、、

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
は
営
時
の
唯
一
の
生
産
手
段
で
め
る
土
地
は
村
の
共
用
で
あ
っ
て
科
人
の
生
産
能
力

仁
郎
じ
日
L

割
償
ら
れ
c

耐
し
て
ぞ
の
生
産
高
r
h

肱
じ
て
枇
命
日
酎
負
捨
を
負
ふ
た
め
で
あ
る
《
的
も
そ
こ
じ
は
地
主

小
作
人
の
劃
立
は
な
い
。
恒
し
島
津
藩
の
下
に
於
げ
る
琉
球
の
共
同
村
は
其
誌
求
の
矯
め
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る

か
、
こ
れ
は
共
同
村
白
樺
の
枇
曾
粧
済
的
本
質
に
基
く
も
の
で
は
な
い
。

失
に
生
産
上
よ
hJ
見
ょ
う
。
人
々
は
往
々
か
か
る
共
同
主
義
経
掛
は
分
配
上
に
於
て
は
可
な
る
も
生
産
上
に
於

て
は
不
可
な
り
と
考
ふ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
於
て
我
々
が
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
共
同
主
義
経
済
制
度

に
劃
す
る
非
難
の
多
く
が
、
個
人
主
義
唯
物
主
義
を
原
理
と
す
る
今
日
の
資
本
主
義
制
度
の
下
に
於
て
利
己
心
が

強
く
な
り
た
る
人
心
堂
、
そ
の
ま
ま
共
同
主
義
経
持
制
度
の
中
に
移
し
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
て
考
へ
ら
れ
た
ろ
鰐

害
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
か
か
る
弊
害
は
事
貫
今
日
銀
道
製
錨
其
他
種
々
の
官
管
企
業
に
於
て
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
質
は
こ
れ
等
の
人
々
は
こ
れ
等
弊
害
炉
、
官
瞥
企
業
の
其

同
主
義
経
持
制
度
的
性
質
を
有
す
る
に
か
か
は
ら
十
業
中
に
働
く
人
々
は
利
己
心
強
き
資
本
主
義
的
人
間
な
る
よ

ち
超
れ
る
も
の
な
る
こ
と
を
看
過
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
異
の
「
農
村
共
同
盟
」
の
中
に
於
て
生
き
て



い
る
人
々
に
於
て
は
共
同
心
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
今
日
我
々
に
於
て
目
見
ら
る
る
が
如
き
利
・
己
心
は
未
行
頭
ぞ
撞

だ
げ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
か
か
る
弊
害
は
起
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
内
田
博
士
も
此
琉
球
の
定
期
地
割

制
度
に
つ
い
て
衣
の
如
〈
に
越
ベ
て
居
ら
れ
U
V
o

「
百
姓
地
は
永
世
所
持
に
非
や
し
て
割
換
争
一
行
ふ
が
故
に
割
換

の
期
限
近
づ
く
と
き
は
農
民
土
地
の
荒
農
を
顧
み
や
生
産
上
弊
害
の
虞
あ
り
、
或
は
叉
個
人
忍
有
地
に
比
し
白
然

耕
作
を
組
に
し
土
地
を
愛
せ
。
さ
る
べ
し
と
の
懸
念
を
生
子
ペ
し
。
熱
れ
ど
も
賓
際
は
比
等
の
弊
害
は
左
程
の
こ
と

は
な
く
、
牧
穫
の
割
合
も
在
有
の
仕
明
地
等
に
比
し
著
し
き
差
異
な
き
が
却
し

要
す
る
に
沖
縄
牒
に
於
て
は

奮
・
来
勘
農
の
制
頗
る
備
は
り
、
農
民
は
此
百
姓
地
制
度
の
下
に
其
の
全
力
を
査
し
て
耕
農
に
従
事
す
る
も
の
と
認

め
ら
る
。
即
ち
此
制
度
は
目
下
生
産
上
著
し
き
蝉
害
め
り
と
一
五
ふ
を
得
、
ぎ
る
な
り
に
か
く
て
内
問
博
士
は
琉
球
の

地
訓
制
度
論
の
絡
に
於
T
舘
附
ハ
明
治
一
一
千

-
f
ご
の
琉
離
①
村
落
共
同
瞳
の
存
麿
が
問
題
と
な
り
て
居
る
に
際
し

て
衣
の
如
〈
仁
述
べ
て
居
ら
る
。
「
若
し
余
輩
今
日
の
所
戚
を
云
は
ぱ
寧
ろ
奮
慣
に
基
き
て
制
度
宇
佐
立
て
固
有
の

帥
常
習
は
之
セ
改
む
る
と
も
、
共
産
割
換
の
主
義
と
精
神
と
は
之
を
保
存
し
急
激
な
忍
改
革
を
避
〈
べ
し

k
の
論
に

同
情
を
表
ぜ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
。
「
況
ん
や
共
産
割
換
制
度
の
法
向
ほ
質
効
ぞ
存
じ
生
命
あ
ち
精
神
あ
り
而
し
て

農
民
奮
慣
に
安
ん
じ
之
を
以
て
営
然
の
制
度
と
思
惟
し
居
る
慮
に
於
て
を
や
。
此
の
如
き
場
合
に
於
て
法
律
を
以

て
強
で
之
が
紛
夏
を
試
み
、
急
激
に
個
人
私
有
制
を
採
用
せ
し
か
る
が
却
さ
は
余
輩
其
の
充
分
な
る
理
由
を
見
出

す
こ
と
能
は
ぎ
る
な

h
」
と
越
べ
て
居
ら
れ
L
。
こ
の
探
慮
ゐ
る
卓
見
は
個
人
主
義
原
理
に
立
て
る
資
本
主
義
制

度
の
み
を
も
っ
て
鰹
樺
制
度
の
理
器
な
り
と
考
へ
て
居
る
俗
克
の
耳
に
入
ら
や
、
明
治
三
十
大
年
窓
に
こ
の
長
き

琉
球
農
村
共
問
題
と
我
困
民
理
想
と
し
て
の
『
園
民
共
同
捜
』

第
一
毅

第
三
十
六
宅

O 
九

ニ
O
九
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琉
球
農
村
共
同
健
と
我
圃
民
連
想
と
し
で
の
『
圃
民
共
同
値
』

歴
史
を
有
す
る
琉
球
の
村
落
共
産
制
は
法
律
上
破
壊
さ
れ
た
の
で
め
る
。
却
も
最
終
の
地
割
を
行
ひ
た
る
配
営
の

第
三
十
六
巻

第

披

O 

O 

朕
態
に
基
い
て
個
人
所
有
権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
琉
球
の
人
々
の
前
途
に
は
資
本
主
義
の
下
に
立

つ
人
々
の
営
然
の
蓮
命
が
迫
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
A
1
向
ほ
惇
厚
な
る
人
情
を
有
せ
る
琉
球
の
人
々
は
こ

の
新
な
る
個
人
主
義
的
唯
物
的
原
理
の
制
度
の
も
と
に
於
て
、
長
き
歴
史
が
生
み
出
せ
る
人
情
の
美
を
宍
第
に
夫

い
個
人
主
義
的
唯
物
主
義
的
と
成
り
行
き
物
質
欲
金
銭
欲
の
た
め
に
其
所
有
地
を
失
ぃ
、
建
に
多
く
の
人
々
は
自

ιを
小
作
人
'
と
し
て
川
町
動
働
宥
の
地
位
に
沈
落
せ
し
め
て
行
か
ぎ
る
を
得
ぎ
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
大
正

入
、
九
年
の
好
景
気
時
代
に
於
て
砂
糖
の
相
場
暴
騰
す
る
や
彼
等
は
投
機
心
に
煽
り
立
て
ら
れ
績
い
て
其
暴
落
と

な
る
や
非
常
の
打
撃
を
被
り
、
金
融
の
閉
塞
は
大
正
十
三
年
沖
縄
牒
の
破
産
を
招
来
し
、
土
地
の
三
銀
行
は
破
産

す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
土
地
整
理
に
よ
り
在
有
地
を
底
分
す
る
自
由
営
得
た
農
民
は
営
時
創
立
き
れ
た
る
各
銀

行
に
葉
所
有
地
を
憶
保
に
供
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
ο

而
・
も
日
本
内
地
が
世
界
と
共
に
責
本
主
義
制
度

に
行
き
詰
ま
れ
る
今
日
、
向
ほ
少
な
か
ら
、
ざ
る
人
々
は
資
本
主
義
制
度
に
突
入
し
て
行
く
こ
と
を
以
て
琉
球
の
艦

静
的
理
想
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

此
琉
球
の
農
村
共
同
樫
と
こ
の
農
村
共
同
瞳
を
中
心
と
す
忍
と
こ
ろ
の
琉
球
の
『
圃
民
共
同
瞳
』
の
構
成
と
は
、

農
村
を
土
昼
と
し
耐
し
て
現
代
一
枇
舎
問
題
の
中
心
を
農
村
に
於
て
有
す
る
現
代
日
本
に
と
っ
て
根
本
的
な
る
真
理

を
敢
へ
る
の
で
あ
る
。
剖
ち
こ
の
『
国
民
共
同
睦
』
に
於
て
は
人
間
の
情
緒
的
な
る
結
と
し
て
の
「
家
」
l
村
」
「
園
」
が

鰹
梼
生
活
の
土
壷
と
な
り
粧
梼
開
係
が
整
然
と
整
っ
て
ゐ
る
。
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
の
所
有
は
原
則
と
し
て

大回朝敷著「神縄県軍政五十年1f.Jは際政治下の勃越の政治解潜の費展を詳に
している。
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-
圃
」
に
麗
し
、
「
圃
」
は
こ
の
土
地
の
お
R

加
を
完
全
に
各
村
に
奥
へ
、
つ
村
は
」
各
「
家
」
に
こ
の
土
地
の
有
限
的
な
る

用
を
奥
へ
、
「
家
」
は
此
土
地
の
上
に
経
持
的
生
産
を
な
し
て
生
活
す
る
。
故
に
家
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

家
庭
生
活
の
震
め
の
住
居
‘
其
敷
地
業
他
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
こ
に
は
生
産
手
段
を
在
有
し
他
人
の
崎
労
働
営
搾

取
し
て
坐
食
す
る
者
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
何
人
も
働
く
ζ

左
を
得
且
つ
働
け
ば
生
活
の
心
配
は
な
い
の
で
あ

る
。
か
か
る
閥
係
に
於
て
は
じ
め
て
人
聞
の
情
緒
的
結
合
は
甑
掛
的
な
る
生
活
と
完
全
に
結
ぼ
れ
て
保
持
せ
ら
れ

る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
枇
舎
問
題
な
る
ち
の
の
起
り
様
は
な
い
。
こ
の
こ
左
は
人
聞
の
経
樺
生
活
に
封
し
無
限
の

異
理
を
合
ん
で
い
る
。
而
し
て
こ
こ
に
特
に
住
志
す
べ
き
こ
と
は
情
緒
的
闇
轄
で
あ
る
「
村
」
な
る
色
の
が
鰹
梼
生

活
の
中
心
合
な
じ
印
刷
る
こ
と
で
あ
る
。
削
ち
寸
山
側
一
必
鰹
満
生
活
の
地
権
悼
で
あ
ァ
仰
が
、
-
闘
い
の
土
地
ゃ
れ
J
が
し
じ

通
常
に
配
分
し
そ
の
活
動
を
完
ふ
せ
し

b
る
色
の
は
「
村
L
で
あ
る
。

而
し
で
こ
の
「
村
」
が
同
時
に
日
常
生
活
の
中

心
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
情
緒
的
な
る
結
と
し
て
の
「
村
」
な
る
色
の
は
、
大
化
の
改
新
以
前
よ
ち
我
闘
の
枇
曾
生
活
並
に
鰹
持
生
活

の
士
壷
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
明
治
維
新
以
後
濁
逸
的
な
る
国
家
主
義
並
に
英
圃
的
な
る
資
本
主
義

が
轍
入
せ
ら
れ
る
に
至
り
「
村
」
な
る
も
の
の
異
の
日
本
的
意
義
が
次
第
に
忘
れ
ら
れ
ま
た
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
こ
こ
に
現
代
我
国
の
祉
曾
問
題
の
中
心
動
が
あ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
資
本
主
義
な
る
も
の
は
理

智
的
利
己
的
な
る
英
国
的
原
理
に
立
て
る
色
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
あ
る
と
こ
ろ
の
鰹
持
主
瞳
な
る
も
の
は
利
己

的
な
る
個
人
で
あ
る
。
故
に
そ
の
枇
舎
に
於
て
は
人
間
の
情
緒
的
な
結
と
共
に
経
済
的
な
る
生
活
が
破
壊
さ
れ
行

琉
球
農
村
共
同
憾
と
我
園
民
理
想
と
し
て
の
『
闘
民
共
同
種
』

第
三
十
六
巻

第

披



琉
球
農
村
共
同
憾
と
我
国
民
理
想
と
し
て
の
『
園
民
共
同
信
』

第
一
一
一
十
六
巻
二
二
一

か
ギ
円
、
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
潤
逸
的
な
る
国
家
主
義
は
、
国
家
の
意
志
的
統
制
的
原
理
を
高
調
す

第

披

-
4 

る
あ
ま
り
、
我
国
民
性
に
基
〈
情
緒
的
な
る
結
び
と
し
て
の
「
村
」
を
経
済
的
共
同
悼
と
し
て
重
ん
十
る
こ
と
を
知

ら
争
、
た
め
に
人
聞
の
情
緒
的
な
関
係
が
破
り
、
途
に
経
静
生
活
を
も
破
壊
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
院
に
大

化
の
改
新
に
於
け
る
唐

ω困
家
主
義
の
直
詩
的
輸
入
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
濁
逸
的
な
る
国
家
主
義
の
直
罪
は
更

に
こ
の
勢
を
進
め
「
村
し
を
単
に
抽
象
的
な
行
政
匝
劃
に
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
個
人
主
義
経
梼
に
憎
め
る
ん
I

日
再
び
岡
家
統
制
艇
棟
、
岡
山
森
計
剖
鰹
抑
が
さ
け
ば
れ
つ
つ
J

の
る
が
、
日
本
的
な
る
「
農
村
共
同
時
」
の
意
義
ぞ
十

分
に
重
ん
宇
る
と
佐
知
ら
な
け
れ
ば
再
び
空
虚
な
る
直
罪
的
国
家
主
義
に
堕
す
る
で
あ
ろ
う
。

か
〈
て
今
や
我
日
本
は
一
度
忘
れ
た
る
本
来
の
「
農
村
共
同
睦
」
な
る
も
の
を
思
ひ
出
し
こ
れ
を
新
な
る
意
義
に

於
て
侠
復
し
以
て
『
国
民
共
同
盟
』
を
日
本
的
具
龍
的
に
確
立
す
る
こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
我
圃

現
代
枇
曾
問
題
解
決
の
根
本
問
題
で
あ
る
c

然
ら
ば
か
〈
の
加
担
「
『
農
村
共
同
韓
』
は
如
何
に
し
て
確
立
し
得
る
で

め
ろ
う
か
。
こ
の
馳
に
つ
い
て
も
琉
球
は
そ
の
新
し
き
農
村
共
同
盟
に
よ
っ
て
我
々
に
輿
へ
る
主
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。

一
二
、
琉
球
に
於
け
る
新
し
き
農
村
共
同
瞳
I
C
国
民
共
同
瞳
へ
の
轄
向
の
問
題

印
ち
琉
球
に
は
上
越
せ
し
古
き
共
同
主
義
経
済
の
外
に
夏
に
近
く
稜
達
し
つ
つ
め
る
「
奥
村
」
の
近
代
的
共
同
主

義
経
興
が
あ
る
。
奥
村
は
那
覇
を
去
る
三
十
飴
里
、
園
頭
郡
圃
頭
村
の
来
北
部
に
在
ち
、
三
方
は
山
を
以
て
圏
全

E
-
4
7
r
l
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れ
、
東
北
は
海
に
面
す
る
袋
地
で
あ
っ
て
、
他
部
落
へ
は
海
陸
共
に
交
通
不
便
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
こ
の
一
部

落
は
艦
掛
上
よ
り
自
給
自
足
を
替
む
べ
き
自
然
的
環
境
に
置
か
れ
、
村
民
は
相
互
扶
助
の
闇
結
力
強
〈
、
共
同
村

落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
現
戸
数
は
ニ
百
十
四
戸
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
に
は
七
十
戸
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
二
三
門
中
を
除
〈
外
三
十
俸
門
は
首
里
、
那
覇
、
中
頭
等
よ
り
移
住
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
近
代
の
共

同
村
で
あ
る
。
此
村
に
於
て
は
耕
地
に
つ
い
て
は
地
割
制
が
最
近
ま
で
行
は
れ
て
居
た
が
、
人
頭
割
に
割
営
て
ら

れ
た
る
が
故
に
今
は
共
用
地
で
は
な
い
。
こ
の
鈷
に
於
て
本
来
の
「
農
村
共
同
盟
」
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
る
が
家
族
教
に
膳
中
る
耕
地
を
有
し
て
貧
富
の
差
は
あ
ま
り
な
い
。
而
色
向
は
そ
こ
仁
は
新
し
き
意
味
に
於
て

串
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
の

こ
の
「
'
奥
村
」
の
部
落
制
度
中
最
b
共
同
主
義
経
持
の
性
質
を
有
す
る
も
の
は
産
業
組
合
の
賀
質
を
有
す
る
共
同

庄
で
あ
る
。
こ
の
共
同
底
は
部
落
の
共
同
施
設
で
あ
っ
て
共
有
財
産
と
し
て
経
砦
せ
ら
れ
る
。
日
用
雑
貨
品
業
他

生
活
必
要
品
は
共
同
底
が
共
同
購
入
し
、
那
覇
の
小
責
相
場
よ
り
安
〈
村
民
に
販
買
す
る
。
村
民
の
主
な
る
生
産

は
林
産
で
あ
っ
て
共
同
唐
に
封
し
各
人
一
日
一
荷
の
薪
木
を
謝
入
し
こ
れ
が
割
償
左
し
て
日
用
必
要
品
を
購
入
す

る
。
共
同
底
は
こ
の
薪
木
を
一
手
に
引
受
け
、
村
の
共
有
財
産
で
あ
る
と
こ
ん
の
共
同
舶
に
よ
っ
て
、
那
覇
に
販

貰
し
蹄
路
は
雑
貨
を
搭
載
す
る
。
此
村
に
て
は
物
々
交
換
が
行
は
れ
、
貨
幣
経
梼
は
極
め
て
小
範
固
に
於
て
行
は

る
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
共
同
精
神
は
数
育
の
奨
聞
に
色
現
ら
は
れ
て
屑
る
。
郎
ち
そ
こ
に
は
「
撃
事
提
脚
規
定
」
な
る
も
の
が
あ
っ

琉
球
農
村
共
同
憶
と
我
闘
民
理
想
と
し
て
の
『
園
民
共
同
棺
』

第
三
十
六
巻

第

披



琉
球
農
村
共
同
櫨
と
我
園
民
理
想
と
し
て
の
『
困
民
共
同
程
』

第
三
十
六
巻

第

~)}t 

四

問

て
、
中
等
数
育
を
受
け
る
者
に
封
し
て
は
毎
月
五
回
を
、
他
府
牒
遊
亭
生
に
劃
し
て
は
毎
月
十
問
診
補
助
し
て
居

る
。
向
ほ
中
事
校
入
撃
の
際
に
は
書
籍
購
入
聾
土
し
て
二
十
回
を
.
修
準
族
行
の
時
に
は
族
費
と
し
て
金
十
五
回

を
、
遊
畢
生
へ
は
準
備
金
と
し
て
四
十
回
含
各
々
支
給
し
て
居
る
。

こ
こ
に
は
ま
に
無
料
共
同
港
場
の
設
備
が
あ
る
。
却
も
村
落
合
五
組
に
分
ち
、
各
組
に
共
同
治
場
を
設
け
て
あ

る
。
組
で
は
輪
番
に
て
溶
場
営
番
ぞ
な
し
男
女
時
間
ぞ
別
ち
て
村
氏
は
毎
夜
全
部
入
砕
す
る
。
立
(
他
慣
の
制
限
に

闘
し

t
u
w
共
同
府
い
れ
於
て
阪
高
れ
の
時
間
と
分
量
と
を

一
定
し
て
ゐ
る
じ

ま
た
人
民
集
舎
は
金
村
の
戸
主
を
も
っ
て
組
織
し
、
代
議
員
舎
は
人
民
集
舎
に
て
遵
奉
し
た
七
名
の
代
議
員
を

以
て
組
織
す
る
。
代
議
員
は
毎
月
一
回
定
期
集
舎
を
聞
き
諸
般
の
協
議
を
な
す
、
各
組
は
各
集
舎
を
行
び
組
長
よ

り
各
戸
に
協
議
事
項
を
博
達
す
る
。
組
は
敢
育
、
勘
業
、
納
税
等
一
切
eT
督
励
し
総
て
共
同
白
治
の
精
神
を
・
も
っ

て
よ
く
整
頓
せ
ら
れ
て
居
る
。

、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
共
同
村
の
特
に
興
味
め
る
賠
は
、
そ
れ
が
琉
球
の
古
き
共
同
村
の
共
同
精
神
を
心
臓
と
し
て
近
代
的
な
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

組
合
主
義
を
頭
脳
と
し
て
以
て
諸
種
の
生
活
を
庚
く
此
共
同
主
義
を
も
っ
て
貫
か
ん
と
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

抑
E
近
代
の
組
合
主
義
な
る
も
の
は
資
本
主
義
と
全
く
同
じ
く
英
国
的
の
利
己
主
義
よ
句
生
れ
出
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
マ

1
シ
ヤ

Y

は
経
持
的
自
由
の
愛
展
を
説
い
て
、
経
静
的
自
由
な
る
も
の
は
人
々
が
競
争
が
有
利

で
あ
る
と
考
~
る
な
ら
ば
「
自
由
競
争
」

F
1
2
8
5℃
町

E
S
と
し
て
現
れ
る
が
、
ま
た
人
々
が
協
同
が
利
盆
で
あ
る

と
考
へ
る
な
ら
ば
「
自
由
協
同
」
守
2
2
'呂
町
三
一
O
D

と
し
と
現
れ
る
も
の
で
あ
る
、
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
組

奥村白共同穂経済にヲいては回宇打告著前掲書第一世'1九頁以下参照。
Alfred MarshalJ， principle of Ec6numics・7.ed. p・'，(2.3以下多照。
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合
主
義
な
る
色
の
は
こ
の
自
由
協
同
で
あ
る
。
か
く
利
己
心
よ
り
生
れ
た
る
組
合
主
義
が
村
落
共
同
韓
の
、
愛
の

原
理
と
結
ぼ
れ
た
時
、
日
本
的
な
る
村
落
共
同
岨
胞
を
建
設
し
て
行
く
矯
め
の
重
要
な
名
働
を
な
す
も
の
左
な
つ
七

の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
先
づ
、
琉
球
自
身
の
祉
舎
問
題
と
し
て
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。

卸
ち
琉
球
の
大
部
分
に
於
て
は
今
日
古
き
農
村
共
同
膿
な
る
志
の
は
な
い
の
で
あ
る
が
而
も
其
古
き
農
村
共
同

韓
の
基
礎
で
あ
っ
た
共
同
精
神
は
A
1向
ほ
少
か
ら
や
保
た
れ
て
居
る
。
こ
の
共
同
精
神
に
賢
明
な
る
組
合
主
義
が

結
ぼ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
諸
種
の
具
瞳
的
な
る
村
共
同
生
活
が
後
展
し
土
地
の
共
用
を
基
礎
と
す
る
農
村
共
同

、
、
、
‘
.
、
、
、

韓
の
確
立
に
ま
で
至
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
新
し
き
共
同
村
が
新
な
る
琉
球
の
一
肱
曾
生
活
の
異
質
の
士
憂
を

な
主
ね
ば
な
ら
向
。
而
し
て
国
家
並
に
揺
は
こ
の
村
落
共
同
轄
の
竣
展
に
罰
し
て
異
剰
な
る
奨
励
k
援
助
を
輿
へ

J
1
h
l

必
県
h

川
る
生
成
投
資
配
恰
ん
r

ー
は
な
ら
な
レ
れ

か
く
J

し
ん
「
日
ま
主
忠
れ
ら
れ
て
居
丈
琉
球
」
に
向
っ
て
宜
一
位

民
の
生
活
に
異
に
必
要
な
る
園
費
が
十
分
に
投
ぜ
ら
れ
、
而
し
て
各
村
に
於
け
る
諸
種
の
組
合
的
活
動
の
説
明
達
に

十
分
な
る
力
炉
用
ゐ
ら
れ
、

各
村
の
組
合
の
聯
合
組
合
も
完
成
せ
し
め
ら
れ
行
く
時
、
再
び
共
同
村
を
基
礎
と
す

る
「
南
闘
の
理
想
郷
」
が
貰
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
し
こ
の
こ
と
は
ま
た
日
本
内
地
に
つ
い
て
も
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
最
も
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
却
ち
我

国
一
吐
舎
生
活
の
大
部
分
を
な
す
も
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
農
村
生
活
で
あ
る
が
、
其
闘
民
性
よ
り
し
て
情
緒
に
宮

み
こ
と
日
郷
土
愛
の
強
き
農
村
の
人
々
は
、
今
日
向
は
ぞ
の
土
着
の
農
村
に
定
着
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
只
だ
資

本
主
義
が
取
り
入
れ
ら
れ
し
結
果
、
嘗
て
の
共
同
盟
の
物
質
的
基
礎
は
-
次
第
に
破
壊
せ
ら
れ
貧
富
の
封
立
、
地
主

琉
球
農
村
共
同
健
と
我
国
民
理
想
と
し
て
白
『
圃
民
共
同
種
』

第
三
十
六
巻

第

披
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琉
球
農
村
英
同
憾
と
我
国
民
理
想
と
し
て
の
『
国
民
共
同
憾
』

第
三
十
六
巻

一
」ー
ノ、

第

披

Tt 

小
作
人
の
封
立
は
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
か
〈
て
嘗
て
の
共
同
盟
γ

い
於
け
る
共
同
心
は
衣
第
に
傷
け
ら
れ
つ

つ
め
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
共
同
心
は
未
亡
会
〈
消
え
去
っ
七
の
で
は
な
い
。
邸
ち
今
日
と
離
も
倫
ほ
農
村
に
於
て

共
同
心
の
豊
な
る
こ
と
は
都
舎
生
活
に
於
げ
る
比
で
は
な
い
。
上
古
以
来
長
き
歴
史
の
も
に
ら
せ
る
こ
の
貴
重
な

る
精
神
的
土
盤
い
か
消
え
去
ら
.
ざ
る
に
先
立
っ
て
蓮
か
に
こ
の
地
傑
の
上
に
我
国
民
生
活
の
基
礎
と
な
る
べ
き
農
村

共
同
惜
伝
再
律
す
る
と
は
我
幽
現
代
の
枇
合
問
題
に
ど
っ
て
の
根
本
問
題
で
あ
る
。
ご
の
鶏
め
に
は
諸
々
な
る
手

段
が
必
要
で
あ
る
が
情
緒
的
な
結
を
基
礎
と
寸
る
「
村
」
な
土
蓋
と
す
る
組
合
の
建
設
も
重
要
な
る
意
義
伝
有
す

る
。
而
し
て
幽
家
は
一
一
刻
も
早
く
こ
の
組
合
の
後
展
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
郎
ち
地
主
と
小
作
人
と
の
封
立

な
き
異
の
農
村
共
同
瞳
の
完
成

'e究
極
の
目
的
と
し
こ
の
目
的
に
到
達
す
る
が
矯
め
に
必
要
な
る
組
合
法
の
根
本

的
改
革
を
計
り
ま
に
乙
の
組
合
法
の
徹
底
的
責
現
に
努
力
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
ま
に
こ
れ
が
斜
め
に

必
要
な
る
同
家
の
支
費
を
惜
ん
で
は
な
ら
な
い
。

h
y

〈
し
て
異
例
な
る
努
力
を
惜
ま
な
い
な
ら
ば
必
十
や
異
の
農

村
共
同
韓
が
確
立
し
、
其
基
礎
の
上
に
異
に
日
本
的
な
る
園
家
共
同
種
を
完
成
し
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
若
し

今
に
し
て
還
に
こ
の
こ
と
に
着
手
せ
や
農
村
に
於
げ
る
貧
富
の
封
立
が
今
日
の
ま
ま
に
放
任
せ
ら
れ
多
数
な
る
貧

者
弱
者
の
貧
窮
が
櫨
け
ら
れ
て
行
〈
な
ら
ば
、
遂
に
農
村
に
於
け
る
共
同
精
神
は
地
を
梯
ふ
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
の
如
〈
に
し
て
不
幸
な
る
階
級
革
命
の
来
ら
ま
る
こ
と
を
何
人
が
断
言
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
今
日

外
来
の
資
本
主
義
制
度
の
唯
物
的
個
人
主
義
的
原
理
が
我
々
日
本
国
民
の
最
も
貴
き
情
緒
的
共
同
的
精
神
を
日
々

破
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の
こ
と
の
適
切
な
る
賓
例
を
、
我
々
は
ま
た
琉
球
に



於
て
見
る
の
で
あ
る
。目

、
琉
球
に
於
け
る
徹
底
的
個
人
主
義
と
資
本
主
義
の
害
悪

か
〈
ま
で
共
同
主
義
経
済
の
旺
な
る
琉
球
に
於
て
我
々
は
ま
た
徹
底
的
な
る
個
人
主
義
経
済
を
見
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
糸
満
町
に
於
て
で
あ
る
。
嘗
て
糸
満
町
の
町
長
で
あ
っ
た
玉
城
五
郎
な
る
入
は
『
糸
満
研
究
』
の
中
に
於

て
『
個
人
主
義
』
な
る
題
目
の
下
に
究
の
如
〈
遮
ペ
て
居
る
。

郎
ち
「
糸
満
は
個
人
主
義
の
畿
蓮
し
士
る
所
に
し
て
夫
婦
財
産
を
別
に
す
る
の
み
な
ら
十
親
子
兄
弟
姉
妹
亦
然

0) 
ib 

兆一

f
d
h戸
は
長
男
に
し
て
澗
と
対
定
伝
別
ド
し

τ得
一
時
分
申
併
を
な
し
て
樹
立
生
活
密
接

υ者
甚

だ
多
し
之
れ
所
謂
家
貴
分
離
制
に
し
て
個
人
主
義
の
最
も
毅
揚
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
:
:
:
此
個
人
主
義
殺
建
の

弊
習
と
し
て
或
る
者
は
成
金
主
義
と
な
り
崇
金
黛
と
な
り
眼
中
金
を
措
い
て
は
何
物
を
色
顧
引
き
る
所
以
。
我
利
の

黛
輩
す
る
に
至
る
事
な
き
に
し
も
あ
ら
や
し
て
、
斯
〈
の
如
き
は
往
々
糸
満
人
士
に
現
は
る
る
所
な
り
。
而
し
て

又
個
人
主
義
の
反
面
と
し
て
糸
満
人
士
は
概
し
て
岳
共
心
に
棋
ぐ
る
観
あ
り
て
協
同
一
致
の
如
き
殆
E
馬
耳
東
風

の
朕
態
に
あ
ら

Y
る
な
き
か
」

こ
こ
に
我
々
は
7

Y
ク
ス
が
『
ユ
ダ
ヤ
入
問
題
』
中
に
責
本
主
義
精
神
の
典
型
と
し
て
述
べ
て
居
る
ユ
ダ
ヤ
精
神

又
は
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
精
神
を
見
る
。
而
も
ユ
ダ
ヤ
人
は
外
部
に
封
し
個
人
主
義
的
で
あ
る
が
家
庭
生
活
ド
於
て
は

親
愛
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
然
る
に
糸
満
人
は
家
庭
に
劃
し
で
も
徹
底
的
な
る
個
人
主
義
者
で
あ
る
。
更
に

琉
球
農
村
共
同
憶
と
我
国
民
理
想
と
し
て
の
『
圃
民
共
同
惚
』

第

披

第
三
十
六
巻

七

ーと

糸満D個人主義については嘗て河よ博士が「流域糸満白個人主義経済」主題して
書かれて雇る。(京都法皐曾雑誌第六得策九琉)ζ ふに引用せしところは糸満生
活白檀験者たる玉域五郎氏白謄潟般になる小冊子によ引である。
こLにr1顕ざる」とせしと ζ ろは本文不明なり。2) 



琉
球
農
村
共
同
憶
と
我
岡
氏
理
想
と
し
て
の
『
国
民
共
同
憎
』

第
三
十
六
巻

i¥. 

第

盟主

ノL

『
糸
満
研
究
』
の
『
糸
満
人
の
財
産
と
女
樺
』
な
る
題
目
の
下
に
突
の
如
〈
述
べ
ら
れ
て
居
る
。
却
ち
糸
満
人
は
皆
幾

何
か
の
特
有
財
産
を
有
す
る
も
の
に
し
て
彼
等
は
凡
そ
十
五
六
歳
に
至
れ
ば
親
日
弟
の
漁
獲
せ
し
魚
類
を
那
覇
者

〈
は
其
他
に
販
賞
し
て
公
然
の
秘
密
に
若
干
の
刺
を
取
り
て
之
を
菩
へ
積
h
u
事
日
々
の
如
〈
し
。
斯
〈
て
久
し
き

に
亙
り
積
年
長
と
な
h
，
嫁
さ
ん
と
す
る
に
去
る
者
め
り
。
而
し
て
彼
等
の
内
に
は
四
五
百
闘
を
有
す
る
に
至
る
者

あ
り
、
而
し
て
恨
令
減
す
る
色
夫
と
其
財
産
を
別
に
し
且
つ
向
働
く
こ
と
従
前
の
加

t
な
る
伝
以
て
相
常
の
年
齢

住
巳

J

戸
・
a

一

川

H
U
L
L
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i
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少

午
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十
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点
、
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に
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l
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J
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u
J
A
h
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岬
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ι
t
r
y
-

，‘

ηKLvi
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i

住
r
h
v
J
A
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A
1
b
1
4
1
税
f
c
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J
9
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チ
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両
対
n
y
d
M
d
l
:
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ぃJ
r
v
!
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L
マ
税
刈
一
戸
ト

夫
に
封
し
て
決
し
て
敬
語
を
用
ひ
中
時
に
或
は
夫
を
腫
へ
夫
を
叱
Z
者
往
々
あ
る
の
み
な
ら
宇
云
々

E
あ
ち
。
ま

た
河
上
博
士
は
「
夫
が
新
た
に
舶
を
作
る
等
の
矯
め
に
一
定
の
資
金
を
要
す
る
場
合
に
は
、
妻
は
其
夫
に
向
っ
て

之
が
貴
金
金
貸
付
く
る
こ
と
あ
り
。
而
し
て
斯
か
る
場
合
に
は
夫
婦
の
聞
と
雌
も
必
中
貸
借
の
読
書
を
作
成
す
る

も
の
と
す
」
と
堪
ペ
て
居
ら
れ
る
。

然
ら
ぱ
、
他
の
地
方
に
於
て
は
共
同
主
義
が
盛
で
あ
る
琉
球
に
於
て
、
何
故
糸
満
の
み
に
於
て
は
古
く
よ
り
か

く
の
如
〈
に
徹
底
的
な
る
個
人
主
義
が
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
人
は
糸
満
人
が
概
し
て
睡
格
返
し
く

気
性
荒
暴
で
あ
り
婦
人
は
眼
寓
鼻
梁
皮
膚
の
色
彩
等
柱
々
欧
洲
婦
人
に
類
似
す
る
貼
あ
る
と
云
ふ
理
由
を
も
っ
て

ア
ン
グ
ロ
サ
ク

y
y
系
な
り

E
す
る
が
、
糸
満
人
が
他
の
琉
球
人
L
」
姐
先
を
同
じ
く
す
る
色
の
で
あ
る
こ
と
は
今

日
の
研
究
で
明
に
さ
れ
て
居
る
。
買
は
糸
満
人
に
於
て
見
ら
れ
る
此
徹
底
的
な
る
個
人
極
構
及
個
人
主
義
精
神
の

最
も
重
要
な
る
原
因
は
、
業
経
糟
生
活
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。



剖
ち
琉
球
ほ
四
面
環
海
の
地
で
あ
る
に
か
か
は
ら
十
漁
業
は
古
来
殆
ど
糸
満
人
に
よ
っ
て
管
ま
れ
来
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
一
に
糸
満
の
地
勢
に
原
因
し
て
居
る
。
却
も
糸
満
の
地
勢
は
岩
石
起
伏
し
て
所
謂
岡
地
を

な
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
周
固
に
敷
多
の
入
江
存
し
古
来
魚
族
の
集
来
特
に
多
く
ま
た
沖
合
漁
業
の
漁
場
も
近

く
に
あ
り
漁
業
に
最
も
過
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
で
農
業
に
は
不
通
営
な
る
地
で
あ
っ
て
土
地
を
開

拓
す
る
の
館
地
は
殆
ど
な
〈
、
現
今
と
雌
も
千
七
百
齢
の
戸
数
に
劃
し
て
僅
か
九
十
七
町
二
段
三
畝
歩
(
一
戸
平
均

五
畝
歩
弱
)

の
耕
地
を
有
す
る
の
み
な
る
が
故
に
海
に
よ
り
生
活
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
加
之
糸
満
は
首

里
・
那
覇
の
如
き
都
舎
を
逗
〈
控
一
へ
て
居
る
が
故
に
獲
得
せ
し
漁
獲
ぞ
ひ

3
rに
最
も
便
利
な
地
勢
に
め
っ
亡
。

か
か
る
事
情
に
よ
り
古
来
琉
球
の
漁
獲
と
共
に
漁
類
の
販
買
は
殆
ど
糸
満
人
の
み
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
来
わ
い
の
で

、，

V

F
4
J

り〆一-

i

t

 

か
く
て
杭
球
の
仙
の
綱
引
f
H
m
U

叫
刀
じ
於
て
は
民
剰
が
共
同
主
義
m
t
一
下
仁
計
て
借
ま
れ
自
給
解
掛
い
か
な
3
れ

来
た
に
拘
ち
守
、
ひ
と
り
糸
満
の
み
に
於
て
は
古
来
漁
業
生
産
設
に
販
責
が
商
品
額
持
と
し
て
慌
に
行
は
れ
来
つ

た
の
で
あ
る
。
而
も
商
品
経
掛
並
に
業
費
展
と
し
て
の
資
本
主
義
経
済
の
個
人
主
義
的
原
理
が
如
何
に
人
心
を
物

化
し
個
人
主
義
化
す
る
か
は
今
日
の
麗
掛
皐
の
理
論
が
明
に
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
最
も
適
切
な
る

貫
例
を
我
々
は
こ
の
日
本
人
と
同
じ
く
情
緒
的
全
糟
的
な
る
国
民
性
を
有
す
る
こ
の
琉
球
人
に
就
て
見
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
資
本
主
義
制
度
が
人
心
を
規
定
す
る
力
の
如
何
に
激
し
き
か
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

今
日
の
我
幽
の
所
謂
識
者
逮
な
る
も
の
は
、
安
恕
と
し
て
資
本
主
義
の
下
に
情
ま
り
な
が
ら
、
園
民
が
個
人
主

義
的
と
な
り
唯
物
主
義
と
な
れ
る
こ
と
を
憂
へ
「
思
想
善
導
」
な
る
も
の
を
唱
へ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ

琉
球
農
村
共
同
様
と
我
凶
民
理
想
、
と
し
て
の
『
圃
民
共
同
特
』

第
三
十
六
巻

九

第

披

九

1) 拙稿「鑓革期の枇合政策」本誌第三Fト五巻第二披第四九頁以下参照



琉
球
農
村
共
同
憾
と
我
国
民
理
想
と
し
て
白
『
闘
民
共
同
階
』

第
三
十
六
巻

O 

第
一
蹴

O 

の
人
々
の
或
者
は
こ
の
資
本
主
義
を
保
持
せ
ん
が
痛
め
に
こ
の
「
思
想
善
導
」
を
叫
ん
で
ゐ
る
の
で
め
る
@
そ
れ
は

恰
も
汚
物
の
室
に
留
ま
っ
て
而
も
汚
れ

F
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
と
同
様
の
愚
で
め
り
矛
盾
で
め
る
。

五
、
結
論
、
現
代
世
曾
問
題
の
根
本
的
解
決
と
我
国
民
共
同
櫨
の
確
立

羽
上
在
は
琉
球
の
『
農
村
共
同
惜
』
並
に
こ
れ
を
中
心
と
す
る
『
困
民
共
同
煙
』
な
る
も
の
の
我
幽
枇
曾
問
題
に
封

日
本
に
約
一
も
大
化
山
改
新
以
前
に
一
軒
v
L
K
十
一
叫

fyfハ
消
す
ら
股

村
共
同
開
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
め
る
が
、
大
化
の
改
新
は
唐
の
国
家
主
義
に
皐
叫
ん
で
土
地
の
所
有
彩
画
家
に

師
麗
せ
し
め
園
家
が
直
接
土
地
の
用
営
各
家
に
輿
へ
る
制
度
を
立
で
、

ず
る
仇
臨
海
伝
考
長
J

H

一。

1

2

1

 

こ
れ
や
一
野
ι
J

仏
に
、

か
く
て
我
闘
固
有
の
農
村
共
同
鰹
を
十
分

に
重
じ
な
か
っ
た
が
鴻
め
に
こ
の
制
度
は
固
有
の
農
村
共
同
憶
の
粧
梼
的
地
盤
を
破
壊
し
土
地
粂
併
の
結
果
を
招

き
階
級
劃
立
の
融
合
に
向
は
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
c

こ
れ
に
反
し
て
琉
球
の
制
度
に
於
て
は
正
に
こ
の
短
所
が

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
於
て
は
土
地
の
所
有
は
同
じ
く
「
国
」
に
属
す
る
が
、
大
化
改
新
の
制
と
異
な
り

「
圃
」
は
各
「
村
」
に
此
土
地
の
永
績
的
な
る
共
用
を
任
せ
各
「
村
」
は
更
に
各
「
家
」
に
こ
の
土
地
の
期
間
附
の
用
を
奥

へ
た
の
で
あ
J

る
。
か
く
て
こ
こ
に
『
家
庭
共
同
盟
」
と
『
農
村
共
同
睦
』
と
『
圃
家
共
同
瞳
』
と
の
整
然
た
る
鰹
漕

闘
係
よ
り
成
る
『
凪
民
共
同
憧
』
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
J

か
か
る
『
圃
民
共
同
瞳
』
に
於
て
は
、
生
活
と
鰹
梼
と
が

完
全
に
統
一
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
情
緒
的
な
る
我
国
民
に
と
っ
て
最
も
理
想
的
な
る
枇
曾
構
成
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
而
し
で
か
か
る
『
幽
民
共
同
健
」
を
我
圃
に
於
て
貰
現
す
る
と
云
ふ
こ

E
は
大
化
改
新
以
前
よ
り
我
圃



の
歴
史
の
中
に
流
れ
来
れ
る
人
間
情
緒
的
な
る
生
活
主
憧
が
新
し
〈
経
梼
的
基
礎
を
奥
へ
ら
れ
て
確
立
せ
ら
れ
る

こ
L
」
で
あ
る
。
印
ち
こ
こ
に
於
て
は
我
国
民
生
活
に
於
け
る
情
緒
的
結
合
鵠
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
回
し
と
「
村
」
と

「
家
」
の
各
が
経
神
的
基
礎
を
得
て
確
立
し
、

而
し
て
そ
の
各
の
職
分
は
相
互
に
明
確
に
規
定
せ
ら
れ
而
色
統
一
き

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
岡
民
生
活
全
瞳
の
矯
め
に
「
国
」
が
最
も
適
切
に
な
し
得
る
こ
左
は
、

こ
れ
を
「
闘
」
が
な
し
、

「
村
」
の
最
も
遁
切
に
な
し
得
る
こ
と
は
「
村
」
が
な
し
、
「
家
」
の
最
も
適
切
に
な
し
得
る
こ
と
は
「
家
」
が
な
す
の
で

あ
る
。
故
に
か
か
る
融
合
に
於
て
は
生
産
手
段
の
一
切
は
国
家
の
手
に
蹄
属
し
て
ゐ
る
が
故
に
他
人
の
勢
働
を
搾

取
す
る
も
の
は
無
(
生
活
左
艦
持
と
の
矛
盾
は
生
じ
持
な
い
。
従
っ
て
人
々
は
今
日
の
如
〈
白
己
の
維
持
生
活
の

、、

.h.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

A

不
安
に
徒
に
心
を
持
す
る
と
と
な
〈
、
各
人
は
心
か
ら
各
自
の
職
分
に
全
力
を
傾
倒
し
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

ま
わ
い
か
か
る
英
国
間
に
於
て
は
、
今
日
の
佃
人
主
義
一
耐
曾
じ
が
。

τ
λ
、むいか相

λ
主
義
的

E
な
り
て
桁
〈
止
は
正
仁

、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
冊
、
、
、

反
封
に
、
人
々
の
情
緒
的
共
同
心
は
愈
々
努
達
し
行
き
従
っ
て
国
民
共
同
瞳
は
愈
々
確
立
し
行
く
の
で
あ
る
。
而

囲
内
的
に
も
ま
七
割
外
的
に
も
我
国
現
代

世
合
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
か
る
『
国
民
共
同
瞳
』
の
下
に
於
て
の
み
我
闘
民
的
生
命

の
最
も
固
有
な
る

E
つ
最
も
豊
な
る
脱
税
展
を
期
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
で
か
く
の
如
き

『
日
本
国
民
共
同
韓
』
が
確
立
せ
ら
る
る
ま
で
は
、

在
は
こ
の

『
闘
民
共
同
韓
』
を
、

以
上
に
於
て
は
主
と
し
て
枇
曾
粧
済
的
意
義
よ
り
こ
と
に
農
村
と
の
開
係
に

於
て
遁
べ
た
の
で
あ
る
が
、

業
他
の
文
化
生
活
及
都
市
と
の
関
係
に
於
て
は
こ
れ
を
別
の
機
舎
に
於
て
論
や
る
こ

と
と
す
る
。

ま
た
か
く
の
'
却
さ

「
園
民
共
同
瞳
』

の
貫
現
方
法
に
つ
い
て
も
以
上
に
於
て
は
只
ピ
其
一
端
に
ふ
れ

た
の
み
で
あ
る
。

琉
球
農
村
共
同
種
と
我
園
氏
理
想
と
し
て
の
『
圃
民
共
同
程
』

第
三
十
六
血
管

第

披
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